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纖
.
.錄
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I法
ど
莊
圓
：':
:
:
.'. 

は
明
治
七
年
に
し
て
明
治
十
年
一

1

.旦
廢
せ
ら
れ
卞
明
治
、
 

十
四
年
之
を
1

:
し
柘
^
0。其
办
後
集
_
的
傾
间
益

 々

加
は
り
て
終
に
今
日
に
及
ベ
り
。
社
會0:
.
‘秧
序
定
.圭
&'
- 

t
 

'民
心
安
ん
せ
ぎ
4
時
に
於
て
、"
集
歡
阶
響
#
制
度 

を
維
持
1
る
の
要
之
有
る
.ベ
し
。
然
>
と
雖
も
大
正
の 

今
日
11
:
會
の
事
情
は
1
變
せ
>
。
瞥
察
自
治
の
時
代
は 

方
に
到
來
せ
令
。
少
尨
ぐ
^
も
郡
市
に
於
け
る
行
政
響 

察
の
自
治
を
實
行
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
之
を
怫
蘭
西
に 

見
る
も
、
英
吉
利
に
見
る
も
？
南
獨
諸
邦
に
見
る
も
？ 

燠
洪
國
に
見
る
も
"
將
れ
叉
&
耳
義
に
見
る
も
、
典
の 

述
用
梵
し
き
を
得
ば
響
察
自
治
が
集
權
的
響
察
制
度
に 

勝
-る
の
好
娘
を
擧
げ
得
べ
き
こ
と
明ft
な
'ら
ず
や
？

. 

，吾
人
は
輿
び
言
ふ
、

『

少
な
く 

i
も
都
' 市
‘に
於
け
る
行
政 

«
察
の
自
治
を
實
行
せ
ざ..る
可
か
ら
ず
矣
。

』

(

五
、
5

1七)
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地

第
五
號

一̂

®

'七
四

山

崎

/JR

i 

.

莊
園
の
意
義 

巾
®
紀
に
於
て
國
五
法
廷
の
發
逄i
普
通
法
の
完
成 

の
期
に
達
す
る
に
從
ひ"
土
地
の
借
地
法
も
頗
る
明̂
 

w

な
り
れ
る
が
、
英
國
の
砒
會
組
織
は
ノ
ル
マ
ン
征
服 

後
も
尙
ほ
當
分
甚
だ
し
く
繁
雛
な
る
狀
憊
に
在
り
れ& 

き
。
，
封
*
時
代
の
土
地
法
を
正
確
に
研
究
す
る

に
は
晋 

人
は
之
を
各
種
の
方
而
ょ
&
觀
察
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
が 

其
節
單
に
し
て
便
利
な
る
方
法
は
、
興
借
地
人
の
人
袼 

及
其
保
有
せ
る
惜
地
法
の
一
一
者
に
..就
き
說
明
す
る
を
以 

て
*
も
該
切
な
りV」

す
、
而
し
て
此
保
有
者
と
典
借
地 

法
を
，攻
究
す
る
に
はS 
.此
時
代
に
於
け
る
社
會
組
織
の 

基
礎
れ
り
し
«
園
な
る
：も
0
は
.如
何
な
る
も
の
な
b
し 

か
を
說
明
せ
ざ
る
可
ら
す
。
ぺ

 

'
:

%

‘ 

ベ
：
.

.

を':

抑

も
®?
園

M
a

n
o

r
,

ビ

は

如

何

な

：る

?>
-:

0

な
1>
:

や

と 

云

ふ

に

、

中

古
0 '

學

溝

は

之

れ

が
#

徵
ゆ

r

裁

判

管®

 

權」

h
 s

o
k

e

ド
な
る
權
利
の
事
有
に
集
巾
せ
ん
ど
す
る 

傾
| ^
'

ゎ
6

、
又
ク
ヰ
グ
7

.

ム
ニ
世
の
土
地
測
量
筂
に
依 

れ
ば
之
を「

M

稅

b
a

n
e

g
e

l
d

 

‘

赋
課
の
爲
め
の
住*

」

 

y

j
i ?

做
せ
し
力
如
しV

J

a

も
、
十
三
世
紀
時
代
の
莊
園 

な
る
言
葉
は
近
世
の
地
產
成
は
屋
敷

w
s

t
a

t
e

即
ち
或 

一̂

の̂

9

ぁ

る

地

所

に

相

當

す

る

も

の

な

り

.と

說

明 

す
る
を
以
て
*
も
適
當
な
&
ビ
す
。
恐
は
其
最
も
正

確
な
る
定
義
は
"11

個
の
相
興
な
り
れ
る.思
想
、
即
ち
’ 

土
地
及
其
借
地
に
對
す
る
總
て0 :
權
利
の
綜
合
物
を
併 

獬
す
る
も
の
な
.

CN

ど
辟
摘
す
る
を
以
て
最
上
な
ト
ビ
云 

ふ
べ
し
。

英
國
の
莊
圓
は
中
古
封
建
時_

代
0 .
總
て
の
社
會
組
織 

の
基
礎
な
-c

s

し
か
故
に
、
寧#

は
之
を
以
てa

々
な
る 

ム
瓜
會̂

露
仅〈

ば
裁
牛
管
轉
權
、.
.
地
a

上
及
經
濟
上
の 

梁
位
等
ビ
し
て
之.

を
說
明
せ
ん
と
す
1°
就
中
其
最
も
信 

中

る

に

足

る

ベ

く

丑

又

最

も

興

#:
徵

伞

を

は

裁

刺

管

轄

第
十
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.

錄

：±'
地
法
ど
砘
園

<1
*
0:
^

^
ビ
し
て
の
招
園
な
-

CN

、
何
ビ
な
れ
ば
十
三̂
 

耜
^
於
て
は
地
頭
1
-
0氐

0
£蒙

M
a
n
o
r

の
裁
判
管
轄 

權
は
承
認
せ
&
れ
'
而
し
て
«
園
な
る
名
稱
は「

法
驾 

の
開
廷」

ビ

之

を「

管
®」

す
る
の
權
利
ビ
密
接
の
關. 

係
あ
$
ね
れ
ば
な
り
。
然り
e
雖
も
、
地
理
上
の
取
位 

ど
し
て
の
莊
園
の
說
明
は
甚
だ
し
く
必
恶
な
ら
ざ
る
が 

如
し
、
.何
ど
な
れ
ば
或|

定
の
'土
地
が
一
個
の
莊
圓
を 

組
織
す
i

い
ふ
こ
ど
は
只
だ
使
®
上
起
れ
を
偶
然
の
現 

象
に
し
て
、
時
に
は
往
々
，

I

莊
圓
の
土
地
i
他
の
莊
園 

0
土
^
と
ヵ
相
互
に
^
叉
，し
-或
■は
其
反
#
に
散
^
せ
る 

こ
と
も
あ
る
べ
く
、
莊
園
の
起
源
が
地
理
上
の
必
要
に 

ょ
り
て
起
れ
云
ふ
學
說
は
取
る
に
足
ら
ず
。
最
後 

•園
は
經
濟
上
の
單
位
ど
し
て
起
れ
，

云
：ふ
學
說 

は
一
部
の
輿
理
を
合
有
せ
る
が
如
し
？
然
ぅ̂
雖
も
、 

莊
圓
は
最
初
典
起
源
に
於
て
は
或
は
經
濟±
の
眾
位
£
 

し
て
起
り
た
.りVJ

す
る
.も
、
，其
.
久
し
く
其
意
義
を
維 

持
し
居
ク

は
信
*
ベ
：き
极
據
«:
く
、
.又
嗲
此
铤 

K
yた
る
ff
i

H
は
多
く
は
斯
の
細
ぎ
性
質
を
帶
び
ざ
な
が

.
M
M

七
五



ア バ マ ^ ^ す ，口:マv:救で找+

姑

十

饴(

六六ニ

)

,
,
錄
土
地
法
と
莊
園

如
し『

何
と
な
れ
«

、
' 

:.

中
世
紀
時
代
の
農
業
の
基
本
|5 

ゐ
共
同
娜
作
法
の
下
代
於
て
は
、' 
諸
所
に
散
11
#

_

 ̂

お
る
保
有
地
を
.

T

典
同
耕
作
地
に
組
’織
す
る
こ
ん
は
甚 

だ
困
類
な
る
事
情
ぁ
り
れ
れ
ば
な
レ
"
尙
又
此
外
地
頭 

は
多
く
.は
莊
園
の
地
所
は
之
を
借
地
と
し
て
貨
與
し
、

一
 

_
己
は
只
だ
地
代
を
取
り
裁
判
管
轄
權
を
享
有
す
る
に 

止
ま
k
居
り
ね
れ
ば
な
ぅ
。
然
る
に
、
莊
園
を
以
て
此 

經
濟
上
の
基
礎
及
單
位
S
爲
す
思
想
は
、
多
數
の
農
民\ 

を
し
て
莊
園
內
の
地
頭
の
料
地
I
b
r
d
w

demesne 
‘：'
の

> 

耕
作
に
肋
カ
せ
し
ひ
る
の
必
耍
上
起
因
せ
り
と
沄
ふ
學 

說
に
基
く
も
の
な
れ
ば
な
り
。

| 

U

蔽
園
の
組
織
.

■

' 

W
郝
園
の
役
人 

，
I 

中
世
紀
.時
代
の
英
國
の
菔
園
は
領
主
に
®
す
る
多
數 

の
役
人
に
依
リ
て
支
配
管
理
ぜ
ら
れ
れ
る
も
0:
な
る
が 

.典
役
人
は
凡
そ
左
の
三
種
に
區
別
ず
る
こ
と
を
得
。

(

イ)

•
;執

事S
en
e
s
c
h
e!

此
役
人
は
通
常
法
律
家 

に
し
て
其
權
威
頗
る
高
く
'，
.
.痛
職
務
の
.重
な
る

'

,

.
第軍猶：

七.
六

;
も
；0;
は
地
頭
の
全
莊
園
を
支
配
し
、，
其
地
所® 

.

.差
配
人
找
を
ぉ
同
時.に
、.：迎
園
法
廷
の
■
制
官 

の
職
務
を
執
行
せ
b
>

(

ロ.

)

代
官
：

B
a
l

各

簾

に

は

谷

，.一
人
宛
の
、代 

官
ぁ
6
て
、
.地
頭
之
を
借
地
人
咐
ょ
り
任
命
し 

:

其
利
益
を
保
誕
ぜ
し.め
;'
*

地

代

を

耽

立

て

或

は
 

市
場
に
出
入
し
て
物
品
の
賣
質
を
爲
さ
し
め
れ

(

ハ.)

.
月

長R
e
e
v
e

芦
長
は
ff
i
園
內
の
W
姓
t
 

ょ
6
其
西
姓
の
選
擧
せ
る_者
を
任
命
し
て
、
其 

利
益
を
監
視
せ
し
む
。

此
等
三
種
の
役
人
の
下
に
は
又
多
數
のT-
役
人
ぁ
り
、 

例
へ
は
⑴
員
業
に
關
し
て
は
刈
取
人
及
牧
人
の⑽

⑼
 ̂

判
所
に
は
廷
丁
及
令
狀
執
行
人

g

家
事
上
に
は
家
僕
等 

即
^
是
な
り
o
.

■'
(2
)

:
菔
園
內
の
土
地
一
 

.ff
i
園
ft
の
土
地
は
凡
そ
左
の
四
種
に
區
別
す
る
こ 

を
得
る
が
如
じ
。

.(

.ィ)

地

贿

料

地
^

§
€
5琴

通
常
地
頭
直
轉
の 

下
に
於
て
»
園

の
'T
役
人
及
家
#

^
に
'ょ
ら
て 

'

耕
作
せ
ら
る
。

.:

(

こ

：僕
役
1|
民
保
苻
埤S

I
S
a
g
i
u
m

 

.•僕
役
避
.

民
に
依
6
て
.保
有
せ
£
る
。

(

ハ)

自
由
保
有
地F

r
e
e
h
o
l
d

料
地
及
僕
^
保 

有
地
に
あ
ら
ざ
る
其
他
の
總
て
の
保
有
地
。，

ふ
二 )

森
林
"
荒
地
及
共
同
地
等
名
C
OCU
S
, Wa

s
t
e

 

| 

a
n
d

 

c
o
m
m
o
n

此
等
の
土
地
に
對
し
て
は
砘
圓 

內
.の
農
.民
は
智
均
し
ぐ
多
少
の
制
限
の
下
杞
其-
 

使
用
收
益
に
關
し
て
或1
の
權
利
を
^
せ
り
0
' |

:

玆
R
典
味
あ
る
共
同
地
の
一
例
證
は
ヽ
牛
律
市 

外
テH

ム
ス
河
畔
に
.
あ

る

港

、#

牧

場

ぎ

け 

-
a
o
w
.
が
現
今
も
尙
ほ
中
世
紀
陆
代
の
而
由
き
遺

| 

跡
ビ
し
て
凝
れ
る
0
は

菩

輩

が

屢

々
+

、#

大

學 

.

敎

授

ょ

A
n
!
常

故

學

の

.
好

材

料

^
;
し

て

5!
用

說
 

明

せ

ら

れ-?
?
る
所
に
し
て
"
實
に
共
同
士
也
の 

權
鑛
的>

1

例w

安
ふ
.ベ
"し
。

粼
屮
#
. 

_ 

(

六
六
8

.
雜
V
.錄」

■■
袖
^0.

贿
園
パ

.

⑶

莊
圓
內
の
：借
地
人
の
：
_
務

、

莊
園
內
の
借
地
人R
し

て
地
®
に
對
し
て
農
業
上
の 

服
務

«

務
を
有
す
る
者
の
、
負
擔
は
凡
を
左
の
如
し
。. 

(

ィ

)

、週
間
| |
:

辦
多

‘

€

0

^

ミ
0

を
年
中
の
大
部
分 

に
百

V

每
週
.ニ
三
B
II
I
J宛

及

夏

季

に

際

し

.て
は 

.

每
週

.

四
五
日
間
宛
地
頭
：の
料
地
に
於
て
耕
作
其 

仙
の
農
業
上
の
勞
働
に
從
事
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ 

る
も
の
と
す
。

(

口) 

$

®il
:
w
B
8
n
-
d
a
y
s 

收
權
'時
季
に
於 

て
は
借
地
人
は
全
然
地®

の
指
撖
此
從
ひ
其
鹰 

業
に
如
*
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
も
のi

す
。

(
V

)

筲
納
0
;2
.
金
錢
或
は
物
品
の
貢
納
に
し 

て
a

r
赂
ぼ
. 
一
M
r
u
.
思
6
た
れ
ざ
時
に
は
往

 々

可
な
&
の
總
额
ど
な
V
し

こ

と

あ

此

貢
 

.
^
5は̂
ー
'
||3
に
®

” す
る
.こ ~\j

5?'
#

る
も
の 
~
^
す 

b
 
十
分
の1:

說
；Tit

H
n g- pen‘n

y

 

or Wite- 

.

Penny;:;

地
頭
の
裁
判
赞
轉
權
を*
礎
e
し 

て
微
收
せ
る
も
の
。

,

•
'■

第
3 ^

铖
：
:•

'.
七
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t
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-7;
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u
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*
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r
—
'i
■ 
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—

r
J
J
.
*
«
.
f
J
-
«
i
»
n
?
r
l
x
H
H
V
H
^
\
>
-
r

袼

十

怨(

六
六
四)

雜
錄
十
：地法と卵固，

^^
^
銀
及
木
跟
，

Fishsiiv.er 

o
r woodsiiver 

M
:地
頭
の
保
有
地
れ
る
森
林
、
.：荒
地
及
河
水
を 

:::

使
用
收
益
す
る
に
對
す■:

る
報
償
S
し
て
微
收 

せ
る
'も
の
。

前
述
の
服
務
義
務
は
自S

及
非
自
由
借
地
人
に
對
し 

て
皆
均
し
く
賦
課
せ
ら
れ
た
る
も
のi
す
。
自
出
及
非 

0
由
雨
種
.の
借
地
人
中
に
は
最
初
よ
&
金
餞
及
物
品
を 

以
て
地
代
を
支
拂
ひ
來
り
た
る
も
の
あ̂
Nts
る
W
勿
論 

な
れ
ど 

> 
後
世
に
至
り
て
は
領
生
及
借
地
人
北
ハ
に
便
宜 

な
る
に
よ
&
大
多
數
の
借
地
人
.は
漸
次
皆
此
個
人
的
勞 

務
義
務
を
金
錢
及
物
品
を
以
て
代
納
する

の
慣I

s
i

な 

る
に
至
れ
之
れ
难
園
の
記
錄
に
よ
り
て
明
臼
な
る 

所
S
す
。

i

の
保
有
地
か
自
由
或
は
非
自
凼
借
地
な
る
か
は
、 

其
地
代
納
收
の
方
法
が
金
餞
な
る
か
將
又
勞
務
な
る
か 

に
よ
り
て
は
多
く
の
場
合
之
を
明
白
に
知
る
こ
と
能
は 

ず
、
其
區
別
は
只
だ
國
王
法
廷
の
其
の
借
地
を
承
認
す 

る
や
否
や
K
よ
り
て
の
み
，̂

^
知
る
こ
'
*
tを
得
る
も
の

七
八

W

公
簿
保
有
地
：
：

.

,

中
世
紀
に
至
^

V
PI
玉
法
廷
に
於
け
る
訴
®
辦
件
は 

漸
次
卷
物
記
錄
書
に
記
載
せ
ら
る
ゝ
に
：至
6
た
る
が
、
 

此
哿
慣
は
後
ち
■に
至
卜
て
胳
園
法
廷
に
も
■及
ひ
、
ff
i
園
. 

法
廷
に
於
け
る
地
頭
と
借
地
人
ビ
の
取
引
交
涉
も
段
 々

V
J

皆
卷
物
記
錄
書
に
記
載
せ
ら
る
、
に
至
れ
ぅ
。
從
來 

莊
園
內
に
於
け
る
僎
役
農
段
が
R

«
習
に
侬
り
て
の
み• 

享
有
し
來
6
.た
る
權
利
が
.1

度
之
を
其
記
綠
書
に
記
. 

入
保
存
せ
ら
る
、
.に
至
纟
て
は
、
是
逛
は
其
慣
習
に
依 

り
て
の
み
#
在
せ
し
甚
だ
褪
弱
不
確
實
な
り
し
權
利
は 

今
や
頗
る
明
瞭
强
固
た
る
權
利V」

認
定
せ
&

る
、
に
：虫 

ぅ
れ
る
事
は
毫
も
之
を
疑
ふ
の
餘
地
な
き
が
如
し
。
斯 

の
如
く
"
以
前
は
此
僎
役
農
R
は
只
だ
慣
習
.に
依
6

て 

の
み
享
有
し
居
b
れ
り
ビ
思
惟
せ
ら
れ
れ
る
權
利
は
、
 

鼓

に

¥
一
り
て
彼
等
は
莊
園
の

 

'

「

記
錄
に
依
り
て
保
有
せ 

る

-ho
l
d
i
n
g

, 

by- roll

.

of C
o
u
r
t

 

A
v 
の
と
見
做
さ
れ
ち 

次
で
後
ち

1:
?
:は
彼
等
は
其「

記
錄
の
Bf
本」

C
c
p
y

 

o
f

li

I

i

s
s
s
l
i
l

k
court r

d
l

を
下
付
せ
ら
れ
て
其
權
刺
の
存
在.を
明
^
! 

に
承
認
せ
ら
る
、
に.至
り
、
遂
に
彼
等
は「

&
®
に
依 

る
土
地
保
有
裳」

0
。
ヲ
ぱ
。
0:
8
ど
成
り
、
其
保
有
せ
る 

土

地

を「

公
簿
保
有
地」

c
o
p
y
h
o
l
d

 

>
j

稱
す
る
こ
と 

、
な
れ
ぅ
。
現
今
に
於
て
は
、
地
顷
も
借
地
人
も
共
に 

，
釋
放
權jp

o
w
e
r

 of enfranchisement 

に
よ
b
て
公 

簿
保
有
W，
を
0
!:
(
1
|保
有
地
i
爲
す
こ
を

.#
る
こvj 

\ 

な
ぅ
た
り
。

:

:

E

.
'
莊

園

内

の

農

民
 

\

 

:

⑴

.包

由

勞

働

者

即

ち

日

儆

人
.:- 

郝
園
內
の
土
地
は
勿
論
其
借
地
人R
依
り
て
耕
作
せ 

ら
れ
た
り
S
雖
も
、
往
々
或
借
地
人
は
人
數
の
不
足
を 

威
し
殊
に
收
*
時
季
等
に
際
し
て
は
大
に
手
傅
人
の
必 

要
起
力
れ
る
が
、
此
等
の1.

時
的
或
は
永
久
的
の
勞
働 

潴

は

多

く
.0
場
合
は
奴
隸
及
逃』

し
僕
奴
小
ょ
り
»
入
れ 

*
る
が
_
し
。
之
を
以
て
、
ノ
ル
ヤ
ダ
征
服
後
莊
園
の 

發
達
夂
伴
ひ
"
浼
記
三
秫
の
理
由
に
波
き
著
し
く
自
由 

勢
働
潜
の
.增
加
を
來
戈
せ
ぼ
0'-
自

*

^

働

漭

ど

は

自

由
及
僕
役
農
民
に
し
て
へ.

1,

切
の
借
地
を
失
ひ
た
る
か
、
或 

は
種
々
の
理
凼
に
ょ
り
ズ
他
の
莊
園
ょ
り
遝

』

し
し
來
り 

た
る
か
？
或
は
此
等
の
農
民
の
壻
加
し
れ
る
家
族
を
指 

獬
す
。
其
增
加
の
原
因
は
赀
地
頭
自
身
の
處
骰
に
基
く 

所
な
り
"
(1
)
後
ち
に
至
.り
地
頭
は
»
次
自
己
の
骈
地
の 

1

部
を
貨
附
く
る
に
茧b
た
る
離
⑶
荒
地
を
包
圆
し
之 

を
自
己
の
使
用
人
.に
贷
與
す
る
，に
至
り
れ
る
事
⑶
身
體 

的
勞
務
に
代
納
す
る
に
，金
餞
及
物
品
を
以
て
す
る
こ
S 

を
許
可
す
る
に
钜
り
た.る
艱
等
即
ち
是
な
b
。
此
最
後 

の
條
件
た
る
身
體g

勞
務
に
代
納
す
る
に
金
餞
を
以
て 

す
る
の
憤
習
は
、
後
世
に
钜
り
漸
次S
II
1
保
有
地
の
埘
、
 

加
を
來
れ
し
れ
る
最
大
の
源
因な
り
ビ
す
o 

⑶

僕
役
農
民
側
ち
小
作
人i 

僕
役
農
民
は
奴II

に
あ
ら
ざ
り
し
か
、
典
地
位
非
常 

に
低
く
殆
ん
$
地
頭
-0
自
由
權
内
に
在
り
た
り
。
彼
等 

は
地
5/
の
許
可
な
く
む
て
其
土
地
ょ6
動
く
可
ら
す
、
. 

地
頭
«
彼
等
を
其
措
地
ど
共H,

之
^
讓
渡
す
こvj

を
得 

0
^
候

役

農
.R
'
.
K動
摩
^
*
做
さ
れ
す
し
て
不
動
淹
ぐ
し

站
•十

怨

(

六
六
五)

錄

-J
:
地
法
と
茆
胡

m
冗
^

七
九



ひ1れ ，斤.Ml

I!'' 3
会- :;i 
：；■! .f!

:f 1

i t
；!?丨 %

•4 1,

I

ij 1 
11

4

笫

十

怨(

.六
六
六)

雜

錄
土
地
法
と
莊
園
.

思

考

せ

，
ら

れ

ぐ

淇

莊

園

に

附

屬

し

其

一

部

分

を

^

成

す

： 

る
1

の

な

り

。
然
A

ビ

雖

も

ノ

僳

奴

.の

地

位

は

無

人

格 

者
無
«

利
潴
に
6

ら
す
、
只
た
法
律
上
之
れ
が
保
謙
漭 

無
き
の
狀
態
なb

 

i

す

。

而

：し

て

前

述

の

«

奴

の

地

位 

の
說
明
は
只
其
民
，法
上
の
解
釋
に
過
き
す
、
刑
法
上
に 

於
，て
は

へ
ン
リ
ニ
世
時
代
以
降
は
自II
I

及

非

®

由

民

は 

共
に
殆
ん
ダ
興
間
忙
何
等
の
臨
別
な
き
に
至
り
た
6

。

十
四
.世
紀
，の
中
葉
に
至6
、
僕
奴
は
借
地
料
の
負
擔 

た
る
勢
務
に
.金
餞
を
以
て
代
納
す
る
に
钜矣

る
が
、

1

千
三
百
四
十
八
年
の
彼
の
恐
る
へ
.き
黑
死
病
は
法
外 

な
る
多
數
の
死
亡
渚
を
出
し
"
人
口
の
大
減
少
ど
な
り 

勢
働
漭
の
不
坦
を
來
し
、
爲
め
に
勞
金
の
暴
騰
と
なり 

遂
に
有
名
な
る
勞
働
者#
令
の
發
布
ど
な
b
た
り
。
然 

る
に
"
.
1千
三
西
八
十1

年
に
茧
り
て
は
彼
の
西
姓1 

揆
の
騷
動
を
惹
起
し
、
僎
奴
«
其
領
主
に
對
し
て
龙
の 

ニ
個
0
條
件
を
要
求
せ
&
，
£
:
奴
隸
的
勞
務
支
拂
の 

廢
止
及
⑶
土
地
の
自
由
保
有
即
ち
楚
な
リ
。
此
反
亂
は 

直
ち
に
艰
定
じ
、農
：民
の
請
求
は
容
れS
れvtrb

し
も
、

第
I

八
〇

前

述
0

如

：ぐ

植

々

な
：：

る

源

因

に

ょ

り

て

僕

奴

な

る

階

級
 

«
十
四
世
紀
0
中
葉
.に
至
&
漸
次
.消
滅
す
る
U-
至
り
た

「

(3
)
;
;自
作
農
段
即
ち
鄕
士'

一
千
三
宵
四
十
八
年
の
黑
死
病0
結
果
に
起
阁
せ
る 

勞
金
の
暴
.騰
は
領
主
の
#
作
に
依
る
利
益
を
大
に
減
少 

し

れ

玆

に

於

て

か

、
領
主
は
期
限
附ff
l
借
地
な
る 

も
の
を
燊
出
し
て
之
を
貨
附
け
、
遂
に
自
ら
耕
作
す
る 

こ
S
を
巾
此
し
ロ
ハ
た
.地
代
の
み
を
収
る
純
粹
な
る
地
主 

と
な
れ
り
。
然
る
に
"
十
五
世
紀
に
至
り
て
は
此
等
期 

限
附
粗
借
地
人
及
公
簿
借
地
人
と
並
ひ
て
、
第
三
種 

の
自
作
農
民
或
t

^

M±Y
e
o
m
s

な
'るj

隙
极
を
生 

し
た
り
。
此
自
作
農
民
な
る
*
は
莊
園
內
の
僅
少
な
る 

自
由
借
地
を
保
有
せ
る
農
民
を
指
稱
す
る
も
の
に
し
て 

彼
等
は
後
世
に
至
纟
實
に.國
.家
の
巾
堅
i
な
れ
A
。

然
る
に
"

十
五
世
紀
及
十
六
世
紀
の
初
世
に
至
り
、 

歐
大
陸
諸
國
に
於
て
^

ia

の
羊
毛
の
需
婴
甚
だ
し
く#
 

加
し
た
る
結
嘏
,

英
國
.

1
4

於
：で
は
羊
毛
大
に®

要
視
せ

,

當

、、
 

■

、
病

-

，

ノ
 

.，
 

.. 

'
/

ら
れ
、
爲
め
に
收
牟
農
業
の
勃
典
ど
な
做
か
，に收 

荦
農
地
の
埘
加
を
來
し
、
鴆
め
に
耕
作
地0
減
少
€
な 

-

K

V

、
玆
に
於
て
か
領
主
は
自
己
の
利
益
の
爲
め
に
共
同 

地
を
包
園
す
る
に
至
ぅ
、
爲
め
に
自
作
農

.

民

、
.
僕

役

農 

■

R

及
自
由
勞
働
漭
は
大
打
擊
を
蒙
り
れ
り
。
然
れ
ど
も 

逋
後
ち
政
府
は
純
々
の
保®

政
策
を
行
ひ
、
例
へ
ば
小 

保

有

地

s
i

n

 

h
o
n
g
s

を
新
に
設
定
し
或
は
牧
羊
農 

業
に
從
事
せ
る
農
民
.の
所
有
せ
る
羊
の
頭
數
に
制
限
を 

加
ふ
る
等
の
規
定
を
設
け
れ
り
。
之
を
以
て
"
彼
等
自 

作
農
民
は
遂
に
彼
の
大
叛
逆
の
內
亂
に
際
し
て
は
、
其 

反
抗
の
中
心
人
物
と
な
り
て
大
に
活
動
す
る
に
；生
り
れ 

る
が
、
十
七
世
紀
に
於
て
は
實
に
其
數
全
英
國
人
ロ
の 

ふ
ハ
分
の
一
に
位
し
居.C
V

た
り
と
云
ふ
。
然
れ
ど
も
、
十 

八
世

«

に
至
卩
エ
場
組
織0

發
逄
に
伸
ひ
、
家
內H

S

 

の
破
壤

i

な
り
，
爲
め
に
彼
等
が
從
來
唯

1

の
生
活
费 

補
充
の
內
職
と
せ“

の
を
失
ひ
ヽ

.

次
で
丁
；業
の
大
發 

展
に

.

從
ひ
之
を
大
都
會
に.

集
中
す
る
の
必
要
起
り
、.
爲 

め

に

小

都

會

の

一

議

？
成

0

>

:

玆
.

に
於
で
か
彼
等
0 -
作

销

十

怨G

ハ
六
七

)

.#
:

■

錄

土

地

法

と

莊

樹
農
民
は
小
市
場
を
^
ひ
た
る
が
、
'之
ょ
り
先
き
農
業
の 

大
改
]3
i
起
-

^
又
.共
同
]1
の
包
[1
1
と
な
り
大
地
主
は 

此
等
の
發
達
に
伸
ひ
之
に
相
應
す
る
の
策
略
及
設
備
を 

施
す
こ
ヾ」

を
得
れ
り
し
か
ざ
、
彼̂

/J
>
地
主
は
之
を
爲 

,
す
こ
と
能
は
ず
遂
に
滅̂

す
る
所
と
な
り
れ
り
。

_

莊
圖
の
钱
同
地 

⑴
.

共
同
地
に
對
す
る
權
利 

典
同
地C

o
m
m
o
n

 lands 

i
は
前
章
に
於
て
少
し
く 

說
明
し
れ
る
如
く
，
卯
園
內
の
共
同
に
使
用
せ
る
出
畑 

牧
擞
、
森
林
、
荒
地
等
を
指
稱
す
る.も
.の
と
す
。
共
同 

:

地
に
對
す
る
權
利
は
秫
々
あ
り
と
雛
も
、
•玆
に
は
其
ホ 

.
最
も
*
要
な
る
典
同
地
牧
.場
に
對
す
る
植
利
の
説
明
の 

み
に
止
む
。
此
共
同
牧
場
權
$
は
ゝ
自
由
保
有
漭
及
僕 

役
農
氏
が
莊
園
內
の
田
畑
双̂

地
に
.於
て
銶
を
切
む
れ 

る
後
ち
、
或
一
定
頭
數
の
家
畜
類
を
谷
々
之
に
追
敗
飼 

養
す
る
の
權
利
な
ぅ
。
田
煳
地
に
秣
を
切
り
れ
る
土
地 

を
1̂

湖

土

地L

-Pm
n
a
s

 ;lands: 

i

Sふ
、
何
と
な
れ
ば 

其
起
因
は
往
時
收
權
碗.旧
ミ
し
て
扨
麴
齙
を
神
に
供
へ-

■笫
M
號 

八
一
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n
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H
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H
V
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H
.
I
^
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.
O
>句
H：
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I
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卜-I

11

I}l \\

I*
I:

第

十

怨

(

六
六
八)

雜

錄

十

；地
決
と
窗

f s
^

A

月
十一

i

; p
:

R

0

m

灿
令
包
«
せ
る
埴
を
撤
去 

:

せ

る

：が

故

な

見
.

；®

出
借
地
保
有
者.

の
莩
有
せ
し
ぬ̂
 

同
地
に
對
ず
る
權
利.

は
迕
0

ニ
種
な
り
と
す
。

,
.

(

ィ)

.
共 JH 
附
屬
權 C

Q
m
m
o
I
r

 appe

'pdant 

i は 

卜

其
保
有
せ
：る
自
曲
借
地
が
联
園
の
一
部
分
を
形 

-

成
せ
‘る
をi

K
ふ
權
限
に
對
し
て
、
.憤
習
に
依
り 

て
之
を
享
有
す
。
 

、

.

(
口
')：

共
同
從
物
權 

c
o

m
m

o
n

 

a
p

p
u

r
t

e
m

n
t

 

,此 

權
刺
は
地

»

の
明

&

な
る
許
可
に
依
り
て* 0
1 1
5

 

保
有
地
^
限
り
て
許
可
せ
ら
れ
れ
る
も
の
な
る 

が
、
之
れ
此
種
の
自f t

保
有
地
は
必
ら
中
し
も 

.

其
®

園
の
耕
作
組
織
の.一

部

を

形

成

せ

，る
も
の 

ど
遮
惟
せ
ら
れ
居
&
ざ
り
し
が
爲
め
な
り
と 

■
:

す
。
：

.

•

:

.

:

キ
て
前
記
の
中
第
一
の
權
利
た
る
敗
同
附
輝
物
權
利
は 

A

®

:1
1

jt
l

J i
m

地
の
兩
方
に
行
使
せ
ら
れ
f̂
s

し
雖
も 

之
に
反
し
て
第
ニ
の
權
利
れ
る
共
同
從
物
襬
は
只
だ
荒 

地
に
對
し
て
行
使
す
る
V J

 

i

を

得

る

の

み

な

す

。

第
宄
號 

八
ニ

而

it
.

h:
僕
«
農
民
後
^
に
は
公
筂
保
有
'*
は
此
等
の
；嘴 

?-
)
对
只
*

»
智
に
ょ
り
.て
0
み
之
を
¥

^
1>
罟
-
0>た
る

が
如
し
。
.
'
:
.
:
“

, .

(̂
)
.
.
共

同

地

の

包

晴
 

一
チ
ユ
ダ
ァ
3 £

朝
殊
に

H

ド
ソ
ド
六
世
の
時
代
は
於
け 

る
.1

般
A

K

の
不
平
の
®
源
は
主
ど
し
て
所
謂
農
業
革 

命
.

に
起
因
せ
b

。
農
業
革
命
ど
は
，
從
來
穀
物
類
を
植 

师
け
來
り
た
る
耕
作
地
を
羊
毛
を
得
る
爲
め
に
之
を
牧 

羊
場
に
變
M

す
る
こ
ビ
を
云
ふ
。
前
章
に
於
て
屢
々
®

 

、へ
た
る
如
く
牟
毛
の
：1 »

要
益
々
激
甚
な
る
に
至
々
、
牧 

羊
農
業
の
®

か
に
耕
作
業
に
優
れ
る
を
知
る
に
茧
り
、

|

且
又
彼
の
黑
死
病
の
發
生
以
來
勞
働
*
の
減
少
に
次
で 

|

起
た
b

る
勞
命
の
騰
貴
は
益
‘
收
羊
農
業
の
有
益
な
る 

を
感
せ
し
め
"

十
西
世
紀
頃
ょ
6

は
包
圍
制
度
漸
次
鄕 

に
な
り
へ
ン
リ
八
泄
時
代
に
至
り
て
核
益
々
甚
だ
し
か 

り
き
。
位
簏
或
は
圍
取

E
n

c
¥

u
r

e
s

 

は
y

«,
{i
l

*:て
說
明 

: r
;

^

る
如
く
、
莊
闺
內
の
共
同
地
に
s

^

u

棚
を
施
七 

:

て
.

之
を
| 1
1

み
取
り
％:
:

以

て

其

典

同

使

用

權

を

排

.斥

し

奴

■ 
. 

.

i

f

-
.■
- 

v
^
.
^
' 

, 

- 4
4

^
、
.

.

.

.' 

. 

. 

■ 

ノ 

：

生
の
専
有
地
i
爲
す>J.

と
を
云
ふ
。
前
述
'の
如
き
事
情 

の
外
種
々
な
る
源
園
ね
依'!
)
W
、
.
領
虫
は
莊
園
內
の
共 

同
地
を
漸
次
包
圍
し
れ
る
が”
狗
此
外
興
後
ち
諸
‘谬
に 

散
在
せ
る
土
地
を
合
同
圆
取
せ
ん̂:
せ
し
が
、
共
同
耕 

作
組
織
は
大
に
之
を
妨
害
せ
る
が
故
に"
之
を
廢
止
せ
，
 

ん
が
爲
め
に
、

「

借
地
人
願
逐
J
w
vo*
rr
.
o
n 

o
f 

t
e
g
n
t
s

を 

行
ふ
に
至
机
り
。
驅
遝
せ
ら
れ
れ
る
此
等̂

K
は
多
く 

は
僕
役
農
民
及
公
簿
保
浪
人
な
り
き
。
何
ほ
地
主
の
利 

益
を
大
に
減
少
し
，
爲
め
に
農
段
驅
逐
を
益
々
甚
だ
し 

か
ら
し
め
れ
る
他
のI

個
.の
源
因
！

r

其
當
時
米
國
に 

於
て
金
鑛
.の
發
見
せ
ら
れ
た
る
事
乃
ち
チ
ユ
ダ
ァ
政
府 

,が
貨
幣
を
惡
化
せ
る
爲
が
其
偎
格0
下
落
を
來
-1
>
れ
る 

が
故
に
、
地
主
の
受C

る

地

代

の

金

錢

上

の

價

«)
-

^
に 

眩
不
し
れ
る
爲
め
な
り
。
玆
に
於
て

一

足
し
れ
る
收
入 

を
#0

、

あ
b
れ
る
她
主
は
大
な
る
损
失
を
蒙
り
れ
る 

が
被
等
は
之
れ
ょ
力
先
為
其
土
地
を
耕
作
地
匕
し
て
置 

く
^
$
之 

'、れ
を
*

羊

場

漱

す

，の

有

.益

-^
名

を

感

七

居
 

ち
た
：
所
な
汲
^
ぼ"

4

遂
セ
彼
等
は
益
々
借
地
人
驅
逐

,访

十

赞G

ハ六九

)

雑錄土地法と弗固

.を
行
ふ
に
茔
れ
り
ー
此.外
：へ
ジ
,
，八
世
は
僧
院
の
解
散 

'•
{
:
敗

^

V.

て
僧
侶
の
所
^

せ

し

廣

大

な

る

土

地

,'
;(

全

英

國
 

の
土
地
三
分
の1

に
相
當
し
れ
云
ふ

)
を沒收せ
 

し
が
、
此
等
の
土
地
も
亦
突
然

1

時
.

H

牧
羊
場
ど
變
M 

せ
ら
れ
^
り
。
兹
に
於
ズ
か
:,
此
等
多
數
の
®
園
の
結 

果
及
び
.次
で
起
ぅ
れ
る
牧
羊
場
の
急
激
な
る
增
加
の
爲 

め
、
，.多
數
の
農
民
は
職
業
を
失
び
"
爲
め
に
農
说
の
增 

加
^
な
-
多
數
浮
浪
の
徒
を
生
じ
、
之
が
救
濟
は
チ
ユ 

ダ
ァ
政
庥
の
大
問
題s 
f

た
る
が
、
幸
ひ
に
し
て
ィ 

リ
ザ
.ベ
ス
女
王
時
代
に
至
り
海
外
に
於
け
る
國
家
の
發 

展
に
依
り
，其
弊
省
保
左
：程
甚
だ
し
き
に
至
ら
ず
し
て
ib 

み
れ
り
。
' 

.

'

 

V
:
.
.
.
. 

'

;

然
れ
ど
も
、
共
同
地
に
對
す
る
農
民
の
樹
利
は
普
通 

法
の
承
認
せ
る
所
ど
な
り
烬
名
が
故
に
、
之
を
包
園
す 

る
に
は
國
會
0
律
令
を
必
恶V」

す
る
.に
钜
()
-:
た
る
.が
、 

十
八
世
紀
穴
於
梦
は
芒
西
萬
エ
九1
.ス
■十
九
世
紀
の
初 

に
は
为
西
萬
本
方
.！

ス
0\
土
地
_

み
.
取

ら

れ

れ

り

ビ

沄
 

ふ
。

.

,

第
五
.號
，

八
a



妨
十
继(

六
七■〇)

雜

錄
土
地
法
ビ
窗

:

军
パ
.

規
代
の
± '

地

法

'
:
:;
-

:

:
;:
.

.

ツ 

前

章

ね

於

て

述
.

べ

た

令

如

く

、
：
，
英

國

に

於

て

.は

今

科 

も

^
疴

ほ

巖

格

な

る

意

義

に

.

於
て
は
、
國
王
を
除
く
の
外 

何
人
3

職
も
土
地
の
所
有
權
を
有
せ
ず
と
は
英
國
の
法 

學
者
か
常
に
勿
歡
ら
ん
く
英
法
の
有
名
な
る
.

議
ヾ」

し
て 

敎
示
す
る
所
な
り
。
之
を
以
て
普
通
英
國
に
於
て
地
主 

マ
し#

管
ら
れ
居
る
連
中'

は
、
普
通
法
の
解
釋
に
於
て
は 

只
だ
直
接
或
は
間
接
に
國
王
の
土
地
を
保
有
即
ち
^

/ H 

せ
る̂

過
ぎ
ざ
る
次
第
な
：り
、
何
ど
な
れ
ば
前
章
に
泠 

て
屢
々
述
べ
た
る
如
ィ
ノ
ル
マ
シ
证
服
の
際
全
英
國
の 

土
地
は
'赀 

ー/

尨
沒
收
.甘
ら
れ
悉
皆
國
王
の
所
有
地
ビ
な 

b

た
る
も
の
ど
思
惟
せ
ら
れ
た
る
が
、
其
後
國
王
は
a

一
 

々
な
石
借
地
法
：

i

依
.o

此

等

の

土

地

を

霞

に

分

割

貨| 

附
け
た
る
も
の
な
れ
ば
、
借
地
人
は
其
土
地
借
甩
の
代 

偾

.
ど

し

て

或

一

定

の

服

務

に

從

事

す

る

約

束

を

^

で
其 

±

地
を
保
.

有
せ
る
.

も
の
.

ば
解
釋
せ
ら
れ
た̂

ぼ
な
り
？ 

予
輩
は
左
に
±

.

ょ
り
現
代
英
國
に
於
け
る
借
地
法
の

1

 

般
R
就
^

其
槪
略
を
說
明
せ
.ん
ど
す
。
.；
：

第
.五
.號

八

四

:

:
(

T)

.自

由

保

有

地
 

自

由

保

有

地

F
e
?
s

-rpie or F
r
e
e
h
o
l
d

ど

は

、

其 

土

地

を

：自

己

及

其

子

孫

に

：
至
.，
る

迄

六

>

を
保
有
ず
.る
こ
ど 

を
許
可
せ
ら
れ
た
る
土
地
に
し
て
、
後
ち
に
說
く
所
の 

j

欺
限
附
借
地
及
.公

.©
保
.有
地
に
對
比
の
名
稱
に
し.て
？

Z英
國
に
.於
て
は
土«

に
.對
す
る
最
高
の
.搬
利
を
享
有
ォ 

る
こ
"

/」

を
表
示
す
る
も
の
な
り
ふ
す
。t

^

rる
意
義 

に

於

て

は

前

述

の

如

ぐ

祺

に

國

王

..の

土

地

を

借

用

せ

る
 

理

屈

な

も

、
事
實
上
に
於
て
は
自rl
i
保
#
地
の
、
 

持
主
は
所
有
權
を
有
甘
る.ど
何
等
興
な
る
.
-.
I
V
Jな
く
- 

其
保
有
人
は
自
己
の
自*
意
思
に
ょ
6
法
令
の
制
奴
内 

に
於
て
、
自
II
I
に
之
を
‘使
用
，
收
益
、
及
處
分
す
る
こ 

ど
.を
を
得
る
■も
の
な
.り
ど
.す
。
'

現
今
に
於
て
は
自
由
：保
有
地
に
對
す
る
封
建.制
度
時 

代
の
逍
物
た
る
賞
な
る
食
擔
は
只
だ
被
歸
權
ぁ
る
の
み 

祓
歸
權
と
は
、.
恭
し
借
地
人
に'し
て
嗣
子
な
く
其
他
相 

續
人
を
指
足
す
る
Y 

w 

iな
く
し
で
死
去
オ
る
が，
,w
t 

i{
L
.力
元
の
矿
主
に
複
歸
ず
る

>■ j

と
を
云
ふ
も
の
.な
る̂

現
今
に
て
は
此
權
利
は
極
办
て
稀
な
る
場
合
を
除
き
て 

は
殆
ん
ど
國
王
に
限
れ
て
之
を
有
せ
る
の
み
。

.卜
：(

ニ
：：

)

.：
限
宠
相
績
地
;;
:
,,

限
定
相
織
地
或
は
定
嗣
相
績
地
產

.
I
t
e

 t
a
i
l

ビ 

は
、
自
由
保
有
地
の
如
く
無
條
件
の
土
地
に
あ
ら
ず
し 

て
、
典
財
產
は
或
一
足
の
讓
受
人
及
び
其
相
績
人
の
繼 

承
す
ベ
き
土
地
な
6

と

限

定

せ

.ら

れ

れ

れ

る

も

の

を

云
 

ふ
。
此
猶
の
土
地
は
其
讓
受
人
の
死
去
の
後
ち
は
或
一 

宠
の
法
則
に
從
ひ
其
相
績
人
に
永
久
に
世
製
せ
ら
る
、 

も
の
な
る
が
、
若

し1

切
双
^
0.
相
續
人
な
き
に
至
6 

た
る
傭
は
、
典
土
地
は
元
の
讓
受
人
及
其
相
續
人
に
祓 

歸
す
る
も
の
ビ
す
。
斯
の
如
き
條
件
の
下
に
^
る
土
地 

を
限
定
相
續
地
或
は
龙1

相

緻

地

產

ミ

稱

し

"

其

土

地
 

は「

限
定
せ
ら
れ
り」
g
t
a
i
l
e
d
s

云

ふ
..
0
限

定

相

績

地

に
 

1.1

種
あ
-
て
、1

は
典
土
地
が
其
讓
受
人
及
其
相
績
人 

に
限
定
せ
ら
H,
た

る

時

之

，を

普

通

限

定

地

E
^
a
t
e

 tail 

general

ビ
稱
し
、
之
に
反
し
て
恭し
其
土
地
に
し
て
其 

.讓
受
;A
及
其
讓
受
人
の
先
妻
或
は
後
妻
に
依
りて
出
生 

節
十
镟c

六
七一 )

雜

錄土地法と窗

-

し

た
.る
相

績

人
t
或

特

定

の

相

續

人

が

指

定

せ

ら

れ

代 

る

時

之

を

特

別

限

定

相

續Mi
w
w
s
o 

tail 
s
p
e
c
i
a
l

i

云
.

ふ
。.

故
に
、
特
別
限
定
相
續
地
に
は
又
幾
多
の
細
別 

办
る
こ̂

得
べ

.

き
次
第
な
ヶ
、
例
へ
ば
焉
糸
特
別
限
苽 

一

相

績

地

\
或
は
女
系
特
別
限
定
相
績 

|

if
t
w

s
t
a
t
e 

tail 

female 

VJ 
云
ふ
が
如
し
。

之
を
以
て"
限
定
相
續
地
の
保
有
者
は
"
其
土
地
に 

對
し
て
は"
只
だ
其
入1
代
限
.の
權
利
を
有
す
る
に
織 

j

ぎ
ざ
る
が
故
に
、
後
ち
に
說
明
す

.る
所
の
終
身
地
產.0 

一
保
有
者.に
類
似
せ
る
も
の
な
る
が
、
M

^
典
^
興 

點
は
、
前
者
は
其
地
所
，に
對
す
る
權
利
其
人

1

代
限
な 

\ 

b

ビ
云
ふ
が
如
き
不
足
の
期
限
わ

b

ビ
雖
も
之
に
對
す 

.\

る
の
樅
利
は
普
遍
.的
な
る
，が
故
に
，
其
土
地
の
上
に
花 

Z
る
樹
木
を
伐
採
し
或
は
鑛
物
の
採
掘
に
從
事
す
る
こ

i
 

を
得
"
所
謂
學
者
の
之
を

「

荒
ら
す
し

f J

ビ
を
得
れ
ど 

も
後
者
は
然
ら
中
。
.又
限
定
相
續
地
は
"

前
述
の
理SI 

ょ
ガ
來
な
論
理
上
當
然
の
結
果
ビ
し
て
、
典
借
地
人
に 

於
.て
之
を
遺
言̂
依
A

處
分
す
る

> j 

i
能
は
ざ
る
も
の

第
^
號
.

八
2L



箱

十

怨(

六
七
ニ)

雑

錄

土

地

.法
と^

風

(

.三

-
終
#
保
荷
地
-‘

.
,
,

:終
染
保
有
地
‘或
は
終
身
地
產Life '

e
s
g
e

 

は
限
定 

相

績

地

の

一

秫

の

變

形

ど

.
知

稱

す

ベ

き

も

の

に

し

.で
>: 

終
身
地
產
の
保
有
者
は.其
土
地
に
»
し
て
'自
由
保
有
者 

の
苻
せ
る
が
如
き
權■利
を
享
有
す
る
i
維
も
-
其
權
.1!
1 

は
其
人
.

1

代
限
ぅ
な
ぅ
ど
云
ふ
嚴
重
な
る
制
限
あ
る
が 

爲

め

、

驗

理

上

當

然

の

結

梁

:̂
し

て

其

使

用

：

收

益

？ 

及
處
分
の
*
利
は
甚
だ
し
く
狹S
な
*
ベ
/く 

h
.其
土
地 

R
對
す
る
用
益
權
は
其
基
本
れ̂
資

本

を「

双
も
す」

 

こ
ビ
能
は
ず
ふ
云
ふ
に
至
る
も
の
ど
す
？

(

四)

歸
屬
權
と
®
留
權
，ハ.
,

.

歸
M

權
：

- ^e
v

e
r

s
i

o
n

s

 

’ 

i

は
自̂

保
育
地
の
^
主
が 

31
:

土
地
を
或

r

i

/ b

の
人
に
終
身
或
は
限
定
地
產
ど
し
て 

授
産
せ
ん
と
す
る
場
合
、
其
持
主
は
其
土
地
に
對
し
て 

現
今
も
尙
ほ
其
地
產
のs

I i
l

保
有
者
な

b

s

M

も
、
現 

在
に
於
て
は
其
土
地
に
對
し
て
現
實
的
の
保
有
權
即
ち
、
 

其
土
地
に
對b

.て
便
用
ァ
收
益
ク
及
處
分
の
權
利
を
有

第
.玉
號 

八
六

'

赞
す
、'
a
ft
將
來
或4,

0
@
時
•期
に
於
$

M
ひ
此
等
の 

權
利
を
取
得
^
る
：の
®.
勢
,̂
權
利
を
有
せ
る
の
み
な
る 

.か
、
-
此
の
如
き
場
合
に
於
で
は
典
持
主
は
現
在
に
於
で 

は
某
土
地
に
，對
し
歸
屬
權
を
有
せ.
b

i稱
せ
ら
る

。

：
'

X
 

I

前
述
の
.
持

主

に

し

て

：
、

.
若

し

闾

I

の

證

書

に

依

々

、

例
 

|

へ

は

<择
鮮
し
て
終
身
地
產
、.
B.に
對
し
て
限
定
地
產 

一
C
に
對
し
て
自
由
地
產
を
授
產
し

た

假
矩
せ.ば
、 

此
等
の
A
'
T
B
f 

:
c

、
な
る
：三
人
か
或一

定
の
法
則
{:

\

從
ひ
其
順
序
^
依
り
萆
有
す
へ
¥
將
來
の
地
，產
に
_對
-
4 

\

て
苞
せ
る
權
利
は
之
を
殘
留
權

Remainders 

i
稱
せ 

|

ふ
る
。
斯
の
如
き
殘
留
權
の
所
有*
は
、
现
在
に
於
て 

1
■
は
其
土
地
に
對
し
活
動
的
の
權
利
な.け
れ
ど
、
將
來
成 

1、

定
©

時

期

に

於

て

之

を

所

有

す

：
る

.
に

至

る

者

な

る

か
 

故

に

ぐ

.
此

等

の

殘

留

權

の

、
所

存

漭

は

包

己

の

其

土

地

I'
: 

對
t
有
せ
ざ
權
利
は
現
在
に
於
て
も
之
を
處
分
す
ふ
.

』 

ふ
を
得
る
.も
の
と
す
0
’
.
：此
の
如
く
现
在
：に
於
て
は
其
土 

地
0:
保
有
權
は
、\
此
等
殘
留
；權
.の
所
有
*
に
依
j
て
幾 

多

の

地

產

に

'
分

割

所

有

せ

ら

れ

思

る

.も

の

’
な

る

か

、

典

:

'
‘ 

’ 
4

;
 

,
 

〈

 

■ 

.. 
-

 

' 

. 

"

小
に
て
'

或

r

定
の
時
期
に
於
け
る_

由

地

®

の

現

在

の 

持
虫
を
除
く
外
は
フ
谷
殘
留
權
の
所
有
*
は
其
土
地
に 

對
し
て
は
完
全1

な
る
保
有
卷
に
ぁ
ら
す
し
て
_

】

植
の
询 

极
敁
有
潘
i

も
名
く
へ
き
も
の
な
りi

す
。

'
尙

，ほ

玆

.

に1

言
し
«
ぐ
へ
き
は
限
定
相
續
地
の
，借
地 

人
は
遺
言
に
依
り
て
之
を
處
分
するv; 

能
は
す
>
.又 

、
限
定
、
終
身
地
產
は
«
之
を
自
曲
保
有
地
ヾ
し
稱 

し
、
.之
を
限
定
す
る
こ
S
を
得
へ
け
れ
ど
、
公
簿
保
有 

地
は
然
ら
ず
。
：

(

S

.

授

產

法
,

;

一
千
一
一
百
九
十
年
の0

0

$
 

statute 

o
f 

I>e

Donis 

c
o
n
d
i
t
i
o
n
a
l
i
b
s

の
發
布
に
依
办
て
、
' 最
初
の
、
 

間
は
限
定
.相
績
地
の
保
有
者
か
其
後
ち
に
來
る
相
績
人 

に
じ
て
歸
屬
權
或
は
殘
留
權
等
を
所
有
せ
る
者
の
權
利 

の
5
害
を
爲
す
::
:

X
を
防
.麵
す
る
こV」

を
得
れ
る
か
> 

. 

十
五
世
紀
顷
に
至
4
て
は
法
廷
及
法
律
家0
.
巧

な

る

考
 

廣

に

侬

女

t

此

#

令

は

，
甚

だ

し

く

其

效

カ

を

減

少

し

れ
 

I

。
，
現

今

^

於

で

^
1
:
千

八

亘

1
1
十

3

帑

の

.
斜

料

找

囘

i.

1
IE
®
令
M Fince And "Recoveries A

c
t

 

に
®
々
で
限
定 

地
處
の
茈
當
な
る
，相
績
人
の
順

序

を

「
妨
寄」

.ba
r
".

し 

或
は「

卑
地
產
し
^
5
?
|
^
€

--
な
.?>
:
も
0-
を
案
出
し
、1

千 

会

七

十

四

年

の
.不
颇
產
制
限
#
令

R
e
a
l
、p
rop

&
r
t
y

 
j 

limitation A
c
t
,

及1

千

八

否

八

十

ー
一
年
授
產
地
#
令 

settled. L
a
n
d

 

A
c
t

に
依

り一

定
の
手
徽
を
經
る
，時
は 

,
限
定
地
產
を
自
II
-
.
I地
產
に
變
觅
し
或
は
其
權
刺
を
讓
派 

す
る
こ
を
得
る
に
至
れ
り
。

今
日
に
於
て
も
、
英
國
に
於
け
る
大
部
分
の
土
地
は 

皆
前
述
の
如
き
限
定
地f

設
定
せ
ら
れ
居
る
炉
故
に 

英
國
の
地
主
は
：其
實
は
皆
終
身
地
*
者
或
は
一
鋪
の
終 

■

身
借
地
人
| 2

る
-

に
過
き
さ
る1

の
ミ
云
ふ
こ
と
を#

。

\ 

.
現
今
我
國
に
於
て
は
華
族0.
外

はr

般
的
に
世
製
財 

{

產
制
度
な
る
も
の
は̂

た
埶
行
せ
ら
れ
さ
る
か
、
予_
 

は
英
國
.の
實
例
に
M

s
、.

實
際
甚
だ
有
益
な
る
を
確
償 

せ
る
1-
'
<
:
依
^

.
此
稱
0
制
度
炉
我
國
に
於
て
も
進
ん
で 

廣
く
一 

般
雜
に
總
て
の
階
級
に
對
し
法
律S
し
て
制
定 

せ
ら
れ
む
こ
ム
を
切
盟
す
巧
智
人
か
常
に
慨
歎
に
堪
え

|!
|!

!|

丨it
i
h



9

$

想

(1 

パ七
四

〕

0

錄

+
M法
と
茈
_ 

'

3
る
は
"

近

時

我

國

に

於

で

：は

古

き

由

緖

办

る

家

柄

„
に 

し

て

維

新

の

大

鐵

爾

及

次

ャ

起

れ

る

猶

：々

な

る

«
^
^

侬
A
、
'日
：々

零
落
滅
£;
す

ム

'
に
至
る
レ
：の
其
數
を
知&

す
、
之
れ
個
人
的
、
歷
史
的
.ノ
及
敎
育
上
ょ6
甚
だ
遺 

慽
な
る
の
み
な
ら
す
ノ
我
社
會
組
織
の
上
ょ
办
大̂
薆

~ 

嚴
す
べ
き
こ
^
な
り
.、
何
ビ
な
れ
は
社
會
の
健
全
な
る

| 

發
逄
に
は
健
全
な
る
思
想
：を
有
し
經
濟
上.獨
立
な
■る

智
Z 

識
階
級
の
#
在
は
其‘必
要
條
件
な
る
か
、
之
れ
所
亂
國 

家
の
中
堅
た
る
多
數
の
舊
家
の
保
存
を
待
つ
て
始
め
て 

豫
沏
し
得
べ
き
こ
と
な
れ
は
な
り
。
我
國
に
於
て
は
常
.
.

| 

に
英
國
社
會
の
健
全
な
る

V 

V
ビ

を

說

明

す

.る

先

覺

者

多

| 

數
な
れ
ど
、
彼
等
は
未
だ
何
故
に
此
の
如
く
英

®
の
社
一 

會
は
健
全
な
る
や
の
极
據
にfg
b

て

は

十

分

に

敎

'.示

す

ノ
 

る
所
な
'き
が
如
く
、
偶
々
之
を
話
す
者
あ
る
も
單
に
宗

\ 

敎
心
に
當
み
た
り
ふ
說
明
す
る
位
に11
:
め
、
求
だ
進
ん 

て
其
法
律
制
度
に
も
深
き
源
因6
る
を
述
ベ
さ
る
が
如 

し
、
之
れ
予
奪
か1

言
序
な
が
ら
論
及
せる
所
以
な
る 

か
、
予
®
は
他
屮
耿
め
て
，此
等
の
制
度
に
關
し
て
愚
見

第
3£
號

A
八

を
：發
：表
し
て
^
輩
諸
賢
の
敎
を
仰
く.ベ
し
；
9 ,,

(

六

.

)

：
：公
簿
保
有
地
'
'

…

'
.
.
.
公
節
保
有
地
は
其
昔
：は
僕
役
農
民.の
借
地
な
b
し
か 

.此
僕
奴
の
享
有
ぜ
し
或.

一
.定
の
權
利
は
、
其
後
ぢ0
 

り

國

王

法

廷

之

：
を

保

護

す

る

に

至

り

れ

る

こ

VJ

は

、

前
 

へ

す

る̂/
の

如

し

。
：
公

.

雜
'保
^

地

は

最

初

は

，
憤

^
 

に
依
り
、
後
ち
に
は
漸
次
法
律
に
依
り
承
！

|

せ
ら
れ
、 

'或
一
定
の
農
業
上.の
勞
務
に
從
事
す
る
規
定
の
下
に
於 

て
、(

尤
も
後
ち
は
金
餞
を
以
て
地
代
を
支
拂
ふ
こ
ヒV
i 

許
可
せ
&
れ
た
る
か)

其
保
有
翁
は
其
借
地
を
使
用
及 

收
益
す
.る
の
®
利
を
認
定
.せ
ら
れ
た
る
の
土
地
なb
o 

其

ヽ

權

利

及

義

務

は

英

國

の

東

西

及

南

北

の

地

方

又

は

#
 

莊
園
に
依
り
て
多
少
の
差
異
は
ゎ
り
た
れ
ど
、
保
有
翁 

は
通
常
遺
言
に
依
り
其
借
地
を
處
分
す
る
こ

V」

を
得
、 

A
又
無
遨
言
に
て
死
去.せ
：る
時
ビ
雖
も
其
相
續
人
に
依 

り
繼
承
せ
ら
れ
お
h 

o 

.

公
*
保
有
地
の
讓
渡
は
臜
本
の 

受

渡

に

依

：
り

て

行

は

，
る

、
も
の
な
る
か
?
現
今
に
於
て 

も
荷
ほ
其
讓
渡
及
相
續
に
,
：
b
て
は
英
國
0:
國
段
性
の

#

色
を
顯
は
し
封
錄
時
代0
遺
跡
ビ
し
て
而
白
き
事
實 

は
、
或
莊
園
に
於
て
は
地
頭
は
實.納
稅
1

^
0*
へ
な
る
各 

-目
の
下
に
淤
て
前
借
地
人
の
所
有
せ
し
最
曳
の
動
物
例 

へ

は

牛

^

等

或

は

其

他

の

動

産

を

納

付

せ

し

む

る

の

權
 

:

利
を
荷
す
る
も
の
e
す
。
公
簿
保
有
«
は
典
土
地
の
樹 

木
及
鑛
物
等
の
採
取
猶
な
き
は
勿
論
な
り
。
現
今
に
於 

て
は
公
簿
偶
有
地
は
地
頭
及
保
有
潘
に
し
て
希
望
す
る 

•時
は
、

一
.

千
八
西
九
十
四
年

 
<の
公

®
ts
有
地
律
令 

o
o
p
y
h
o
i
d

 A
c
t

に
依

り

一

觉

の

'賠

偾

を

爲

し

て

之

を

自
 

.由
保
有
地
ビ
爲
す
こ
ビ
を
得
る
も
の
な
る
か
、
尙
ほ
圯 

:

公

簿

保

有

地

は

今
：！！

に

於

て

も

多

數

存

在

せ

る

こ

ど

は
 

.云
ふ
迄
も
な
し
。

(

七
}
.賃

借

地
1 

‘
«
借
地
或
は
期
限
附
粗
借
地Le

a
s
e
h
o
l
d

ビ
は
或| 

途
の
明
白
^
名
時
日
の
期
限
の
附
帶
せる
に

於
て
他
の 

總
：て
の
借
地
ヾ」

異
な
る
も
の
な
る
か
、
，
此
贊
借m
は
之 

-を
ニ
褪
に
區
別
す
る
こ
ビ
を
#
>

】

は
特
別
货
借
地
他 

骼

十

卷(

六七五

)

雜錄土地法と莊園

は
普
通
赁
借
地
即
ぢ
是̂:
り
。
、前
者
は
或〗

定
の
期
服 

附
，粗
借
地
例
ベ
は
九
十
九¥
ど
云
ふ
か
如
く
な
る
か
故 

に
、
興
特
定
の
期
限
の
到
來
に
依
ぅ
て
必
然
的
に
其
秈 

借
權
は
消
減
す
る
も
の
な
る
か
、
後
者
に
も
常
に
或
一 

S
の
期
限
の
附
帶
例
へ
は
一.ヶ
年
ビ
云
ふ
か
如
く
な
れ 

ビ
も
*
此
秫
の
货
借
地
人
典
期
限
の
到
來
に
依
り
て
通 

常
常
然
R
消
滅
す
る
こ〜

な
く
其
契
約
は
何
ほ
績
繼
す 

る
も
の
ヒ
晃
倣
さ
れ
、
只
だ
或
一
定
の
時P
例
べ
は
一 

ヶ
年
の
赁
俄
地
に
對
し
て
は
六
ヶ
月
問
ビ
云
ふ
か
如
き 

契
約
解
除
の
豫
吿
を
以
て
通
常
之
を
消
滅
せ
し
む
る
も 

のV」

す
。
尤
も
此
賛
借
地
の
期
限
に
は
何
等
の
制
限
な 

き
か
故
に
、
自
曲
保
有
地
の
借
地
人
は
如
何
な
る
永
き

年
限
例
へ
は
九
十
九
年
或
は
九
百
九
十
九
年
の
如
き
期 

限
附
祖
借
地
を
設
定
す
る
こ
ビ
毫
も
差
支
な
き
が
、
公 

簿
保
有
地
は
只
だT

.

ヶ
年
間
以
內
、
.
又
此
等
の
賃
借
地 

即
ち
期
限
附
租
借
地
の
保
有
蕃
は
自
己
の
有
せ
る-W
J

K 

ょ
り
短
き
期̂

の
貨
借
地̂
:

設
定
す
る
こvj

■を
得
る
も

八
九
;



第
十̂

(

六
七
六)

_

錄

ゾ

土

地

法

.ど
莊
固
パ 

め
 

S

 

す

。
：
：
； 

、
,•
'
. 

:

い
：. 

.
:玆
に
少

も

く

.
注

意

す

へ

き

興

味

あ
る
問

題

は、

i

 

地

の

保

有

者

其

期

限

の

到

，來

に

依

''
|
)
之

を

元

の

領

生

に 

返
却
す
る
に
當'

り
て
，

.

は
.
’

其

保

有

者

は

其

領

主

'に

對

し 

て
苏
借
用
せ
し
土
地
を
返
す
共
に
其
地
上
に
借
地
人 

か
自
ら
自
已
の
费
用
を
以
て
建
築
し
れ
る
總
.て
の
家
屋 

植
附
け
れ
る
樹
木
及
其
他
の
設
備
等
を
呰
悉
無
償
を
以 

て
引
渡
さ

C

る
可
ら
さ
る
の
み
な
ら
す
、
.
其
住
家
の
如 

ぎ
‘
'

は
之
を
十
分
人
間
の
住
居
に
適
當
す
る
狀
態
に
.囘
復 

修
驰
じ
て
引
渡
す
へ
き
の_

務
6

る
も
の

<

す
。
尤
も 

商
業
上
及
農
業
上
の
土
地
に
關
し
て
は
、
其
契
約
規
定 

に
阪
り
之
を
除
外
す
るこ

^

を
得
る
も
の
ビ
す
。

, '

又
期
限
附
租
借
地W

關
し
て
ヽ
現
在
は
最
早
法
理
上 

逋

要

な

ら

ざ

れ

ど

"
.
英

國

法

制

史

上

而

岛

き

一

間

題

は 

一.

方
に
於
て
自*

及
公̂

!#

有
地
ビ

.

他
方
1:
-於
て
此
賃 

借
地
ビ
の
間
に
は
從
來
法
律
上
大
な
る
區
別
を

1

& .
.

.
, 

第
五
號
，

九
〇
.

れ
た
ト
、
：後
者
は
永
年
の
間
土
地
に
對
す
る
財
產
權
に 

あ
ら
す
じ
て
只
た
，契
約
上
の
權
利
即
ち
物
權
にあ
ら
す 

し
て
債
權
な
り
ビ
思
惟
甘
も
れ
居力
た
^
。
之
を
以
.て
、
 

自
_
及
公
簿
保
有
者
は
其
訴■

に
-於
て
は
對
物
訴
訟 

Real, 

a
a

o
n
ビ
し
て
0
保
護
を
受
け
た
、る
か
故
に
、
物 

件
其
物
即
ち
土
地
‘

Res, the l
a
n
d

を
囘
復
す
る
も
の 

な
れ
ど
"
之
に
反
し
賃
借
地
保
有*
は

只
れ
對
人
訴
訟 

Personal 

p
o
a
o
p 

,

を
爲
す
こ 

< を
得
る
の
み
に
し
て
、 

典
結
果
は
典
土
地
.̂
囘
復
す
る
に
あ
ら
す
し
て
只
だ
其 

領
主
ょ
ぅ
金
餞
上
の
賠
償
を
得
る
の
み
、
故
に
此
賃
俏 

地
保
有
者
か
其
土
地
に
對
す
る
の
權
利
は
恰
も
金
錢
或 

は
其
他
の
動
產
の
.所
有
者
ビ
何
等
異
な
る
所
な
し

VJ.

せ

(

八)

土

地

の

讓

波
.

土
地
01
讓
渡
.
.

conveyances o
f

一
目
a

に
關
し
て
は

昔
時
は
难
常
ば
祓
雜
な
ぃ
る
手
續
を
要
し
た
り
しr.
近

;

，ぐ 

V

：T

j

|

I

i
i

'

1

1

i

I

i

i

S

I
:.qVw

世
に
至
b
多
少
簡
單
に
.
な

6
た
A VJ

雖

も

"

尙

ほ

其

法
 

定
手
績
は
歐
大
陸
諸
國
に
比
し
著
し
く
錯
雑
に
し
て
： 

與
受
渡
行
爲
を
薇
保
す
る
爲
め
に
は
、
少
く

V

も
過
去 

.四
十
年
間
以
上
に
亘
り
て
一
々
其
土
地
に
關
し
て
、
果 

し
て
限
定
地
產
‘或
は
抵
當
權
の
設
定
は
な
き
や
否
や
を 

確
か
め
さ
る
可
ら
さ
：る
か
故
に
，
只
れ
專
門
的
の
讓
渡 

作
成
者
を
待
つ
、て
始
め
て
完
全
に

之

れ

か

作

成

を

^

し 

得
べ
き
も
の
な
る
か
、
又
必
ら
す
捧
印
し
た
る
證
書
を 

必
要VJ

す
る
も
の
な
り
ビ
規
定
せ
ら
れ̂
り
。
斯
.の
' ̂

き
繁
雜
に
し
て
無
用
の
手
績
を
除
去
す
る
爲
め
に" 
'近 

年
は
土
地
登
記
所
な
る
も
の
設
立
せ
ら
れ
、

〗

千
八
百 

九
十
七
年
以
降
は
偷
敦
州
內
の
土
地
の
賣
買
に際
し
て 

は
^
登
記
せ
さ
る
ベ
か
ら
さ
る
こ
ビ
、
な-

Os

た
る
か
、 

其
他
の
地
方
に
於
て
は
未
れ
然
ら
す
。

 

へ
 

、

、(

大
迅
五
竽
.ニ
月
十
四
日
稿)

戦

時

に

於

け

る

佛

國

の

經

濟
 

及

び

財

政

：
.
，

、

高

島

隹

一

' 

郞

.

nn 

.次

.

I 

0

言

1
1

㈣
il
四
の
國
常
と
献
戦
力 

H

戰
時
の
货
狀
臨 

0 
'佛
蘭
西
鈒
行
の
戦
時
行
動 

滋
一
般
信
用
銀
行
及
び
貯
薪
銀
行 

六

.爲
嵆
關
係
，と
.辟
替
恐
慌
の
辯
明 

七
财
政
及
ぴ
財
政
上
の
砌
貝 

八

#
#
戦
咏
と
現
戦
時
と
の
比
較

は
し
沪̂
v

o

见
は
る
か
：す
戦
藤
潔
々
れ
る
、
歐
洲
の
中
原
の
颇
み 

れ
ぱ
、
交
戦
國
中
わ
が
：協
約
國
? :

る
佛
蘭
四
ほ
v

>
暗
潜
れ
る
遝
命 

.

に
包
ま
れ
れ
る
邦
國
は
藉
し
尠
な
け
ん
0

.

而
か
.
も
興
の
戦
時
經
濟
及 

ぴ
財
政
.の
取
|:
-.
率
? ;

リ
て
は
、
.
實
值
上
仍
ほ
太
だ
锻

1£
1'
-な
る
も
の 

.

あ
，
る
べ
.

し
と
.

雠
ざ
i-
'
今ま
の
辯
规
に
腿
ふ
ベ
き
緊
急
策
と
し
て
は
、

筇

十

怨(

.六

.七
七)

雜

0

,戦
瞄
!:
.於
け
^
佛
國
の
經
濟
及
ぴ
財
政

c
ir
號

九


